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２
月
８
日
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、｢

と
も
に
生
き
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
め
ざ
し
て｣

を
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
今
別
町
社
会
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
で
行
わ
れ
、
町
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
や
婦
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
、
鯵
ヶ
沢
町
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
、
神
唯
一
氏
に
よ
る

｢

し
あ
わ
せ
・
・
・
人
生｣

と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、

地
域
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し
た
町
民

を
た
た
え
、
表
彰
や
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
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・
五
十
嵐

正

一

・
横

山

良

文
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・
吉

田

清

志

・
吉

田

恵

子

・
小

鹿

と
し
子

・
山

田

キ

エ

・
宮

本

松
江
子

�
�
�
�
�
�
�
�



・
サ
ワ
ダ
写
真
館

・
㈲
マ
ル
エ
イ
相
内
工
務
店

・
成
精
商
店

・
今
別
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�
�
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故

藤

巻

豊

勝
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・
本

郷

孔

彦

・
川

口

明

徳

�
�
�
�
�
�
�
�
!
!
%
�
�
�

・
太

田

榮

子
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町
主
催
の

｢

生
活
習
慣
病
予
防
セ
ミ

ナ
ー｣

が
、
２
月
20
日
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
19
年
度

町
基
本
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
の
中
で
、

①
高
血
圧
症
疑
い
要
指
導
者
②
高
脂
血

症
疑
い
要
指
導
者
③
糖
尿
病
疑
い
要
指

導
者
④
肥
満
の
要
指
導
者
⑤
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
な
っ
た
方
を
対
象

と
し
て
開
催
さ
れ
、
約
40
人
と
例
年
よ

り
多
く
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
元
今
別
診

療
所
医
師
、
現
在
お
さ
な
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
の
小
山
内
秀
二
先
生
が

｢

メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
つ
い
て｣

講
演
さ

れ
、
な
ぜ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
な
る
の
か
、
動
脈
硬
化
の
恐
ろ
し

さ
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
過
食
と
運

動
不
足
が
大
き
な
原
因
で
す
が
、
歩
く

こ
と
が
一
番
な
ど
、
予
防
方
法
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
喫
煙
は
体
に
一
番
の
害
と
強

調
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

今
別
町
連
合
婦
人
会

(

会
長
山
内
和

子)

主
催
の
第
18
回
婦
人
芸
能
祭
が
２

月
10
日
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
会

場
に
は
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
の
観

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
各
地
域
の
婦
人
会
や
各
団

体
、
三
�
地
区
婦
人
会
な
ど
に
よ
る
踊

り
が
次
々
に
披
露
さ
れ
会
場
は
大
き
な

笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

山
内
会
長
は
、｢

年
々
参
加
者
も
少
な

く
な
り
、
芸
能
祭
の
開
催
も
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
今
年
も
沢
山
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

芸
能
祭
の
司
会
を
務
め
た
黒
石
な
な

こ

(

澤
田
ひ
ろ
子)

さ
ん
は
、
数
年
ぶ

り
に
師
匠
、
黒
石
八
郎
さ
ん
を
訪
れ
て
、

話
し
方
が
う
ま
く
な
っ
た
と
褒
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
は
師
匠

直
伝
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
婦
人
会
の
方
に

伝
授
し
、
一
緒
に
披
露
し
た
り
、
独
自

の
話
術
が
さ
え
わ
た
り
、
会
場
は
笑
い

と
拍
手
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
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今
別
町
消
防
団
に
よ
る
平
成
20
年
鎮
火
祭

が
、
２
月
10
日
今
別
八
幡
宮
に
お
い
て
行
わ

れ
、
小
鹿
町
長
や
横
岡
消
防
団
長
、
各
分
団

長
ら
30
人
が
参
加
し
て
、
今
年
１
年
の
無
事

故
、
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

鎮
火
祭
神
事
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
小
鹿
町
長
よ
り
訓
示
、
横
岡
団
長

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
消
防
団
幹
部
ら
に
よ
る
、
各

分
団
屯
所
へ
出
向
い
て
の
検
閲
が
行
わ
れ
、

横
岡
団
長
か
ら

｢

火
災
や
災
害
に
備
え
て
日

頃
か
ら
万
全
な
態
勢
を
整
え
て
い
た
だ
き
た

い｣

と
訓
示
が
あ
り
、
参
加
し
た
団
員
は
気

を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。
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今
別
町
商
工
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
開

発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
料
理
研
究
所

｢

華は
な

蒟こ
ん

菜さ
い｣

所
長
、
岡

田
哲
子
氏
を
招
い
て
、
地
場
産
品
を
使
っ

た
こ
ん
に
ゃ
く
等
料
理
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、
商
工
会
女
性
部
や
町

内
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
15
名
が
参
加
し
、

岡
田
氏
が
開
発
し
た｢

お
か
ら
こ
ん
に
ゃ

く｣

や
町
の
特
産
品
を
使
用
し
た

｢

も

ず
く
こ
ん
に
ゃ
く｣

な
ど
を
試
作
し
ま

し
た
。

岡
田
氏
は
、
藤
崎
町
で
、
べ
ジ
タ
リ

ア
ン

(
菜
食
主
義)

と
し
て
菜
食
を
研

究
し
て
お
り
、
自
ら
お
か
ら
こ
ん
に
ゃ

く
を
開
発
し
て
、
平
成
15
年
に
お
か
ら

こ
ん
に
ゃ
く
製
法
特
許
を
取
得
、
現
在

は
料
理
研
究
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

講
習
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
岡

田
氏
の
説
明
を
メ
モ
し
な
が
ら
分
量
や

作
り
方
を
学
び
、｢

自
分
た
ち
で
も
、

作
っ
て
み
た
い｣

な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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２
月
17
日
、
今
別
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て｢

荒
馬
っ
子
ス
ク
ー
ル
ス
ノ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
ス
ク
ー
ル
は
、
小
学
生
と
親

を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
小
学
生
50
人
、

父
母
40
人
、
関
係
者
10
人
の
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
県
梵
珠
少
年
自
然
の
家

の
先
生
方
を
招
き
、
町
青
少
年
教
育
指

導
員
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

親
子
で
イ
グ
ル
ー

(

か
ま
く
ら)

や
コ

ロ
コ
ロ
ア
イ
ス
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

３
班
に
分
か
れ
か
ま
く
ら
作
り
に
挑

戦
し
た
親
子
は
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
上
げ
、
各
班

ご
と
に
大
き
な
か
ま
く
ら
を
約
２
時
間

程
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
し
た
か
ま
く
ら
の
中
で
、
あ
た

た
か
い
ト
ン
汁
を
食
べ
な
が
ら
、
冷
え

た
体
を
温
め
て
、
デ
ザ
ー
ト
の
コ
ロ
コ

ロ
ア
イ
ス
作
り
に
挑
戦
し
、
１
時
間
か

け
て
作
っ
た
、
自
作
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
、
寒
さ
を
忘
れ
て
美
味
し
そ
う
に
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
今
別
小
６
年
宮
本
拓
也

く
ん
か
ら
、｢

初
め
て
の
か
ま
く
ら
作

り
、
美
味
し
く
で
き
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た｣

と

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
平

成
19
年
度
救
急
救
命
講
習
会
が
、
２
月

14
日
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
に
は
53
名
の
受
講
者

が
あ
り
、
だ
れ
も
が
日
常
生
活
の
中
で
、

遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
緊
急
時
の
た

め
に
、
救
急
処
置
法
を
身
に
つ
け
た
い

と
い
う
町
民
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、

広
域
消
防
組
合
今
別
分
署
か
ら
３
名
の

方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
救
急
救
命
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
応
急
手
当
の
重
要
性

の
講
義
が
行
わ
れ
、
実
技
で
は
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
方
法
を
受
講
者
が
、

実
際
に
気
道
確
保
や
胸
骨
圧
迫
な
ど
を

実
践
し
て
、
最
後
に
は
状
況
を
想
定
し

た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

(

観
察
か
ら
心

肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
救
急
隊

到
着
ま
で)

効
果
測
定
を
行
い
、
５
時

間
の
講
習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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２
月
15
日
、
家
庭
介
護
講
習
会
が
開

発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
35
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

日
赤
青
森
県
支
部
の
職
員
が
講
師
と

し
て
、
家
庭
で
の
介
護
方
法
や
訓
練
方

法
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
、

横
に
向
け
る
方
法
や
、
介
護
す
る
側
は

１
人
で
全
て
の
介
護
を
し
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
家
族
や
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
計
画
的
に
介
護
す
る
こ
と

な
ど

｢

だ
れ
も
が
知
っ
て
お
き
た
い
介

護
の
基
本｣

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
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平成20年４月分から月々の保険料が14,410円

となります｡ 年金を支える力と給付のバランス
をとるために保険料の段階的な引き上げを行っ
ています｡ 皆様のご理解をお願いします｡
口座振替で国民年金保険料を納めると､ 指定
した口座から毎月自動的に引落とされるので手
間や時間が省けて納め忘れがなく､ 便利・安心・
確実です｡ また､ 早割制度や前納制度を利用す
ると保険料が割引されます｡
口座振替の申込用紙 (振替方法の変更も同じ
申込用紙となります) は､ 納付書に綴られてい
るほか､ 市町村・各金融機関の窓口や社会保険
事務所に備え付けています｡ また､ 社会保険庁
のホームページから印字 (プリントアウト) す
ることもできます｡
OPQRSTU VWWXYZZ[[[\]̂_\̀a\bXZ
詳しくは役場町民福祉課町民担当国民年金窓
口までお問合せください｡ ℡３５－２００１
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自動車税の納税通知書は､ 原則として自動車
検査証に記載されている住所にお送りすること
となっております｡ 引越し等で住所が変ったと
きには､ 運輸支局等において住所の変更登録の
手続きが必要となります｡
すぐに変更登録ができない場合は､ 役場の窓
口に備え付けの専用チラシ等により､ 地域県民
局県税部にご連絡をいだたければ､ 納税通知書
を新しい住所に送ることができます｡
また､ 県税インフォメーションで ｢自動車税
住所変更届｣ からも住所変更の届けをすること
ができます｡

�VWWXYZZ[[[\Xcde\f̀\bXZgd̂hiZ�
事務処理の都合上､ ４月上旬までにご連絡を
お願いします｡
また､ 平成20年４月１日から､ 身体障害者等
に係る減免制度が改正されます｡
○自動車税・自動車取得税の減免額に上限が設
けられます｡
○継続申請の手続きが簡素化されます｡
詳しくは､ 東青地域県民局県税部課税第三課
までお問合せください｡
電話 ０１７－７３４－９９７４
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毎年３月は､ 運輸支局及び事務所などで移転登
録・抹消登録・変更登録等の手続きは大変混雑し
ます｡ 特に３月中旬頃からは待ち時間が長くなり､
申請者の皆さまに大変ご不便をおかけしておりま
す｡名義変更や廃車等の手続きは､できるだけ３月
上旬までに手続きしていただくようお願いします｡
また､ 車検は1ヶ月前から受けることができま

すので､ よろしくお願いします｡
jklmnoplmqn
・情報案内 050－5540－2008
・車検予約 050－5540－2108
受付時間 平日8:45～12:00､ 13:00～16:00
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当町では優秀な人材育成を願って､ 経済的理由により就学が困難な方に対して奨学金の貸
付を行っております｡ 貸付額や償還方法､ 償還期間など詳細については町教育委員会までお
問合せください｡
r stuv

ア) 平成20年４月より､ 高校・高専・大学・短大・各種専門学校に入学する方､ 又は在学
中の方｡ (但し､ 通信教育・大学院・放送大学・自治医科大・防衛大・海上保安大に入
学する方､ その他の奨学資金を受けている方は除く)
イ) 今別町に住所を有する子弟であること｡
w xyz�st{|}s~�>

ア) 奨学金の額は､ 高校 (月額15,000円) ・大学等 (30,000円) とする｡
イ) 貸与期間は､ 在学する学校の正規の就学期間とする｡
※奨学生が休学､ 退学､ その他奨学生として不適当と認められる事由により､ 貸付の休止､
中止､ 即時返還をしてもらうこともあります｡

5 ����

・奨学金の返還は､ 卒業の月の１年後から受給期間の２倍の月数で返還する｡
7 st�� �

・貸付申請書類等は､ 今別町教育委員会に備えてあります｡
� ���> 平成20年４月１日から平成20年４月15日まで
C ���|}���
����

今別町教育委員会 電話 ０１７４－３５－２１５７
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※町に住所を有する３歳以下 (平成16年４月２日誕生日以降) の子どもさんを掲載しています｡
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スポーツ安全保険とはアマチュアのスポーツ活動､ 文化活動､
ボランティア活動､ 地域活動などを行う社会教育団体の団体活
動を対象とした保険です｡
掛金は年齢・団体種別・補償内容に応じて年額500円から9,000
円となっており､ 小さな掛金で入院､ 通院､ 死亡､ 後遺障害な
どの傷害保険をはじめ賠償責任保険や共済見舞金など大きな補
償が得られます｡
平成20年度の加入は３月１日から受付を開始し､ 保険期間は
平成20年４月１日から平成21年３月31日までとなります｡ なお､
４月１日以降の申込みは､ 掛金を振り込んだ日の翌日から有効
となります｡
加入依頼書は町教育委員会に設置しています｡
さらに詳しい内容については､ スポーツ安全協会青森県支部へ
お問合せください｡ ℡ ０１７－７８２－６９８４
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平成19年分の申告と納付の期限は次のとおりです｡
○申告所得税､ 贈与税：平成20年３月17日 (月) ○消費税及び地方消費税：平成20年３月31日 (月)
◆期限を過ぎて申告すると､ 振替納税や延納の制度が利用できなくなります｡ また､ 納付期限を過ぎてから納めると延滞税が加算され
ます｡ 詳しくは､ 青森税務署にお問合せください｡ 電話０１７－７７６－４２４１
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� � 平成20年３月18日 (火) 午後１時～４時
� � 今別町中央公民館
� 	 ｢十五日会｣

 � 今別町､今別町商工会､東奥日報青森・上磯販売店主会
�  横山 隆 (東青地域農林水産部林務調整監)

添谷 稔 (東北森林管理局森林技術センター所長)
枝澤 修 (青森森林管理署長)
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平成20年４月１日から国民健康保険制度が下記のとおり改正されますのでお知らせ
いたします｡
① 義務教育就学前の子どもの自己負担割合が２割になります｡

② 70歳以上75歳未満の窓口負担が１割に据え置かれます｡
※昨年の制度改正では､ 窓口負担を２割に見直されることとされていましたが､ 平成
21年３月まで窓口負担が１割になります｡
お問合せ先 町民福祉課 町民担当 電話 ３５－２００１
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